
問７４ 第四の祈りは、何ですか。 
 
答え 「私たちの日ごとの糧を、今日もお与えください」です。 
 
聖書 「貧しさも富も私に与えず、ただ、私に定められた分の食物で、私

を養ってください。私が満腹してあなたを否み、「主とはだれだ」
と言わないように。また、私が貧しくなって盗みをし、私の神の御
名を汚すことのないように。（箴言３０章８～９節） 

 
＜解説＞ 
 信仰にかかわるすべてのことが神の恵みであると私たちは信じ、そのこと

については大いに感謝するでしょう。しかし、日ごとの糧も、価なしに神か

ら与えられる賜物であり、神からの恵みであると信じているでしょうか。私

たちの必要をすべてご存じの主は、私たちに必要なものを必要なだけ与えて

くださいます。この信仰があれば、私たちはあらゆる貪欲の罪から守られ、必

要のないものまで欲しがったり、もっと欲しいと思わず、与えられているも

ので満足するはずです。 

それと同時に、日本も戦後は食糧事情の厳しい中を通され、そのような時

代であれば、食べていくことができることに大いに感謝できたかもしれませ

ん。しかし食べられることが当たり前のようになってしまっている昨今にお

いては、食べられることへの感謝がうすくなってしまっているのではないか

と思わされます。職場が与えられ、健康が与えられ、それにより生活をするた

めの収入が与えられていることに心から感謝をしたいと思わされます。すべ

ては神からの恵みの賜物であり、そう考えますと、私たちは自分のすべてが

主から来た賜物であることをおぼえて、心から感謝をしなければならないこ

とを思わされます。 

８月１６日（日）主日礼拝レジュメ 
「福音がもたらす大きな喜び」 使徒の働き８章５～１３節 

 
５節からはピリポの働きが出てくる。 
ピリポも６章５節で食卓に仕える者として選ばれた者の一人で、信仰と聖

霊に満ちた人物だったので、８章７節に記されているようなみわざや１３節
にある「しるしと大いなる奇跡」を行うことができたのだろう。 

 
 ５節「ピリポはサマリアの町に下って行き、人々にキリストを宣べ伝え」
始めました。サマリア人はアッシリア民族との混血だったので、ユダヤ人か
らは嫌われていて、イエス様もルカの福音書１７章１８節でユダヤ人の立場
からサマリア人を「他国人」と呼んでいる。 
 
しかしヨハネの福音書４章において、イエス様はユダヤを去ってガリラヤ

に行かれる時に、「しかしサマリアを通って行かなければならなかった。」と
ある。つまり、イエス様のみこころがサマリアにあった。実際に、その後３
９～４１節で「さて、その町の多くのサマリア人が、『あの方は、私がしたこ
とをすべて私に話した』と証言した女のことばによって、イエスを信じた。
それで、サマリア人たちはイエスのところに来て、自分たちのところに滞在
してほしいと願った。そこでイエスは、二日間そこに滞在された。そして、さ
らに多くの人々が、イエスのことばによって信じた。」とありますように、多
くのサマリア人がイエスを信じた。 

 
使徒の働き８章１２節「しかし人々は、ピリポが神の国とイエス・キリス

トの名について宣べ伝えたことを信じて、男も女もバプテスマを受けた。」と
あるように、再びサマリア人たちは福音に応答した。私たちも、福音を宣べ
伝える時に、偏見を持つが、神のみこころは人の考えや思いをはるかに越え
ていること、福音はすべての人たちのためのものでもあると信じたい。逆に



信じるべくして信じたなどという人は一人もいない。救いにあずかったのは、
ただ神の恵みだった。もし仮にピリポが、サマリアの人たちにみことばの福
音を宣べ伝えても仕方がないという気持ちを持って、サマリアへ行かなけれ
ば、そこで福音を聞くはずの人が聞けなかった。私たちも自分の一方的な先
入観を捨てて、回りの人たちに福音を宣べ伝えなければならない。ピリポが
サマリアへ下って行き、人々にキリストを宣べ伝えたことで、１章８節「し
かし、聖霊があなたがたの上に臨むとき、あなたがたは力を受けます。そし
て、エルサレム、ユダヤとサマリアの全土、さらに地の果てまで、わたしの証
人となります。」とあるようにイエス様の語られたみことばが一つ成就した。 

 
なぜサマリア人たちはピリポのことばに応答したのか。神様が働かれたこ
とは間違いありませんでしたが、サマリア人たちのメシヤ観が影響した。彼
らは、申命記１８章１５～１８節からモーセのような一人の預言者を待ち望
んでいた。モーセが大いなるみわざを行ったように神のわざを行い、モーセ
が民に律法を与えたように、神のことばとしての律法を回復し、また礼拝を
新しくし、知識をもたらすようなメシヤを待ち望んでいた。６節を見ると、
人々の関心を集めたのが、ピリポがキリストを宣べ伝えたことと彼が行って
いたしるしだった。８節「その町には、大きな喜びがあった」とあるように、
主の御名が証しされ、宣べ伝えられて、主のみわざがなされるところには必
ず喜びがある。 

 
９節からは魔術師シモンが出てきて、９～１１節に、この人がどのような
人物であったかということが記されている。しかし、サマリアの人々の関心
は魔術師シモンからピリポへと移っていった。１２節「しかし人々は、ピリ
ポが神の国とイエス・キリストの名について宣べ伝えたことを信じて」とあ
ります。神の支配を通しての神の力と神のみわざやイエス・キリストの御名を
信じる信仰による罪の赦しと永遠のいのちを宣べ伝えた。そして、人々はそ
れを信じて、信仰の証しとして男も女もバプテスマを受けた。まずサマリア

の人々は、６節でピリポの話しを聞き、関心を抱き、そして１２節で信じて、
バプテスマを受けた。まずは、人々に関心を持っていただくことが必要。そ
のために私たちも遣わされたところで、機会を捕えて主を証ししたい。 

 
９節で魔術師シモンは「自分は偉大な者だと話していた」とある。しかし、

ピリポはただ人々にキリストを宣べ伝えた。人々が自分にではなく、彼が語
ることに関心を持つように導いた。そして、ただ人々が神の国とイエス・キ
リストの名について宣べ伝えたことを信じるようにと導こうとした。仮に７
節にあるようなみわざをなしても、彼は決して自分が評価されること、自分
に関心が集まることを望まなかった。これが、まさに信仰と聖霊に満ちた者
の姿であり、私たちも、このピリポの姿にならわせていただきたい。 
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